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幕末の各務原
善王禳夷冏国側幕位幕 析攻為

展示解説
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徳山秀堅は、フランスの軍制を取り 
入れた幕府軍の指揮官でした。そのた 
め、フランス語での号令がカタカナで 
記された覚書が残されています。

I陣笠
前渡坪内氏の家来である永井家に伝 
わる平陣笠です。坪内氏の家紋「丸の内 
洲浜絞」が入っています。平陣笠は、身 
分の低い武士たちの標準装備でした。

I旗本坪内氏と徳山氏
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(1835〜1911)

前渡坪内氏11代目当主。前 
渡坪内氏の直参旗本としての 
家格を取り戻すため、各務野 
での大砲稽古などで幕府に積 
極的なアビールを行った。し 
かし、戊辰戦争の際には幕府 
に見切リをつけ、いち早く新 
政府軍に参加した。

?|! !

II I
貞 糖時 福
II I
貞 頁
栄 賢
II I
裏I 

I

1

（岐阜県歴史資料館画像提供）

徳山五兵衛秀堅（1836〜1870）

徳山氏12代目当主。文久3 
年（1863）、28歳で歩兵指図役 
頭取になり、歩兵頭並、歩兵頭、 
歩兵奉行と出世し、フランス 
式軍備を整えた幕府軍の指揮 
官の一人となる。慶応四年正 
月、徳川慶喜の入京の際には、 
二条城の守備についた。

坪内氏は、総石高6,800石の旗本です。坪内利定（1539〜1610）は織田信長•豊臣秀吉• 
徳川家康に仕え、関ヶ原の戦いでは鉄砲隊を率いて活躍し、親子兄弟五人連名の知行宛 
行状を獲得しました。

しかし江戸時代中期以降、前渡•平島•三井の三家は分家扱いされ、将軍にお目通り 
することができなくなってしまったことで、家格をめぐって宗家としばしば対立してい 
ます。幕末の宗家の当主、坪内保之（1811〜1876）は、将軍に近侍して将軍と役人との 
取次を行う「御側御用取次」という重役に就くほどの人物でした。

一方、徳山氏は、総石高2,700石の旗本です。美濃国大野郡徳山谷を支配していた土 
豪の一族で、徳山五兵衛則秀（秀現、1544〜1606）は柴田勝家•前田利家•徳川家康に 
仕えました。江戸時代は代々大坂城普請奉行•大坂町奉行•勘定奉行などを務めています。 
特に幕末の12代秀堅は、フランス式軍制を採用した幕府軍の指揮官である「歩兵奉行」 
に任命されるなど、幕府の重役を務める旗本でした。

新加納宗家j 5,000石 
利定（父）及び家定（長男）

前渡6（H）石 
定安（次男）

:平島 600石 
正定（三男）

=三井 600石

安定（四男）

I 幕末の各務原

鵜沼宿

8務原山域の如地分布（地形図は職）

各務原は、木曾川の水運、中山道という主要道が通る、交通 
の要衝でした。そのため幕府領も多く、徳川御三家である尾張 
藩、幕府直属の家臣である旗本が治めていました。旗本坪内氏 
と徳山氏は、それぞれ中山道に近い西市場村と新加納村に陣屋 
を置き、当地を治めました。

I殺沼宿の脇本陣（復元）

宿泊.休憩施設として、 
身分の高い人が使用する本 
陣（桜井家）、脇本陣（野口 
家）の他、多くの旅籠が並ん 
でいました。

■坪内陣屋（新加納） ■徳山更木陣屋（西市場）

坪内陣屋の表門（上宮寺｝ 坪内陣屋跡発掘調査（H22） 徳山更木陣屋跡発掘調査（H12） 徳山更木陣屋絵図

陣屋とは、城を持たない旗本の屋敷のことです。
旗本坪内氏宗家の陣屋は、旧中山道の立場（宿場間に設けら 
れた休憩所）があり、間の宿にもなった新加納にあります。 
地形的にみると、各務原台地の西端に位置します。
近年の発掘調査により、その面積はおよそ10,500 rriで、屋 

敷の周囲は幅5m、深さ3mという巨大な壕と土塁で囲まれて 
いたことがわかりました。街道沿いの「城」のような軍事的性 
格を持っていたということになります。また、表門は岐阜市前 
一色の上宮寺に移築され、現存しています。

旗本徳山氏の陣屋は、各務郡西市場•山後 
熊田の村々を治めていました。「更木陣屋」の名は、那加地区西 
部が中世以降「更木」と呼ばれていたことに由来します。詳細 
な絵図が残され、屋敷内部の様子を細かく知ることができます。
敷地内には広大な庭と池があり、「使者の間」や「書院」のあ 
る一方、使用人や女中たちの部屋もあるなど、公務と生活の両 
方に使われていたことがわかります。また、肥前産の良質な陶 
磁器類や、家紋入りの壁掛け花瓶なども出土しており、徳山氏 
の当地での暮らしぶりが伺えます。
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I和W御方様御ド向御逍中御次献、V:帳」（州.mKim）
i.和宮昼食再現料理

和宮の降嫁
幕末には、朝廷の伝統的権威を幕府と結びつけて、幕藩体制を強 
化しようとする「公武合体政策」が行われました。文久元年（1861） 
孝明天皇の妹である和宮が、14代将軍徳川家茂に嫁いだことは、そ 
の象徴的な出来事です。
当時の主要道であった東海道は、海沿いを通るため大きな川が多 

く、川を渡る際の事故や川止めが心配されていました。そのため、 
多くの女性たちも同行する姫君の通行に際しては、中山道を使用す 
ることが多かったようです。
中山道を通行する和宮一行は、27日間かけて京都から江戸まで進 

みます。京方、江戸方、随行警護の十二藩、その他人足など総勢8 
万人といわれる大行列で、加納宿（現岐阜市）•鵜沼宿では荷物持ち 
の人足を1万6,000人、荷馬を1,000匹用意しました。行程の8日 
目にあたる10月27日、加納宿に泊まり、新加納の梅村屋という茶 
屋で小休憩した後、鵜沼宿で昼食をとりました。

中山道通行経路

11

和宮の通行に際して、集めなければならない 
調度品や食材の買物一覧です。

鯛、鮒、かぶら、潰松茸、水菜、大根、なめ茸、えの 
き、小梅、小鮪、いな、蛤、椎茸、黒ごま、キジハタ、 
ゆず、牛蒡、銀杏、山の芋、奈良漬、沢庵、赤みそ、 
鰹節、かます、魚串、小豆、上溜り（醤油）、砂糖、塩 

など

■和宮の鵜沼宿での昼食
大津宿の仲買商人西村家の文書で、和宮の宿場町での食事の献立を記録しています。 
献立を見ると、一汁四菜ですが、お姫様の昼食というには質素な印象をうけます。ま 

た、さよリ、いな（ボラの稚魚）等、海魚が多く使われていることも特徴です。河川を活用 
した物流が確立されていたことがうかがえます。
和宮のために集められた食材の中でも、使われたものと使われていないものがあり 
ます。和宮の一行には、お抱えの料理人がついていました。鵜沼宿が食材を集め、その中 
から、料理人がより良い食材を選んで使ったのでしょう。
また、漬物は他の宿場でも毎日、「茄子の奈良漬け」と「たくあん」でした。和営の好物 

だったのでしようか。

和宮（1846〜1877）（播川記念財団®） 
仁孝天皇の皇女、孝明天皇の妹。文 
久元年（1861）公武合体政策のため、16 
歳で14代将軍徳川家茂に嫁いだ。

異国船の接近
江戸時代後期以降、いわゆる「鎖国」下にあった日本の近海にも、各 
国から漂流して保護を求める船や、ロシア船を中心に通商を求める船が 
多数姿を見せるようになっていました。内陸にある各務原においてもこ 
れらの事件は伝えられ、外国の情勢や幕府の対応についてかなリ詳しい 
情報がもたらされていました。また、嘉永6年（1853）のペリー来航によっ 
て、内陸の各務原の村々でも、品川のお台場建設費用を負担するための 
増税が行われるなど、人々の生活に影響を及ぼし始めました。

開国を要求する交渉を幕府役人相手 
に行った、ペリーを補佐する参謀長。 
黒船•外国人は当時の人々にとって非 
常に大きな関心事で、絵図や瓦版など 
が伝わっている。

柊刃

■tm

◄ 「間W集」鵜油肖本陣桜井家文ai

鵜沼宿本陣の桜井家が、享和3年（1803） 
〜弘化4年（1847）の間の、国内の情勢につ 
いて記した文書です。全23件。何らかの意 
図があってまとめられたものではなく、宿場 
同士のつながりや宿泊者との会話によって 
知りえた情報を記録したものです。
その中には、異国船に関する事柄も、下表 
のように記録されています。

liifl
- - - - - - - - - - - - - - -  御張異

関も国
三三六拾八同百 所御舟
文文文文拾短目 御座渡
_目目目筒筒 差候来
筒筒筒 御支節二

届無' 付 
申之鉄' 
上様炮万

五五 
分分 
筒二 ツ 
鳴m . . .

炮本参常
四- - - - - - - - 之家挺之
挺挺挺挺挺挺挺覚様数節

候、御一 
鉄御持非 
'本参常

前江 
以戸 
東表 
海え 
道御 
筋出

4前渡坪内氏御用部屋記録」
安政2牢（1855） rtPT糸文S

前渡坪内氏の御用部屋（政務を 
執り行うところ）の記録です。異 
国船が渡来していることについ 
て、万が一江戸で非常事態が起 
こった場合、鉄砲を持って参上す 
る旨を伝えています。異国船に対 
する緊張惑と、前渡坪内氏の高い 
士気が感じられる文書です。

各務野の大砲御稽古場

各務原台地は、江戸時代には各務野と呼ばれ 
ていました。各務野は、川が少なく用水を得る 
ことが難しいうえ、強い酸性土壌（黒ポク）に 
覆われており、農業には不向きでした。そのため、 
農村がほとんどなく、広大な原野が広がってい 
ました。このような土地環境の各務野は、大砲 
の玉を放つのに都合の良い場所でした。
幕末の各務野は、江戸近海への異国船接近に 
よって、軍事上の重要度が増していきます。前 
渡坪内氏は、幕末の動乱に乗じて幕府に自分 
たちの大砲の技術をアピールすることで、立身 
出世をする好機だと考えていたようです。嘉永3 
年（1850）には幕府役人に砲術稽古の実施を申し 
出たり、慶応2年（1866）には家臣を引き連れ江 
戸へ行き、大砲の技術などを幕閣に披露してい

rw\
▲各務野八ケ村人会地炮術放塢所絵网（岐w,晰料館喊1 

處承4年（1851）11月、前渡坪内氏が実施した大砲訓練の様子を、前野村の庄屋である横山 
It兵'#iが幕府の役所に絵地図にして報告したものです。絵図には、人砲が前渡村から1-:井山の 
北側の「炮術玉落場所」まで25 丁（約2,700m）飛んだと報告しています。

コシア船が良崎に来航、迫n使節レザノフが箱府にM易を求めるも祀否したこと

'■ゾパ' 宋•拭•水をi：給したこと

異国船の来航に備えるため、西蝦夷地を幕府が直轄地にすること

択捉尚にaシア船：氓が矜岸し、港所や藏が典臀されたこと

蝦央地の*備役の任命やロシア船来航への対応のこと

オランダ船から献hされた品物のこと

奈良•澳、ミ尺庵
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龜
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御^ 味嗜汁（赤）、ごぼう小口切/赤貝、自然薯、酷、お'ろし生姜 
さより、葉付大根、しいたけ
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浪士組中山道通行経路

近藤勇（1834〜1868）
（佐藤彦五郎資料館画像提供）

武蔵国の農民の生まれ、後の新選組 
局長。幕府の浪士組の募集に応じ、中 
山道を通行の際は先番宿割として宿場 
町の予約にあたった。

四御 広高佐速 松山 鵜十
人浪御瀬久々水御 岡岡御殿九
様士上六安木又上 鉄上鳩日

'■兵次唯四_ .一、一
様様郎様人 様様

▲御Mい人馬書I:■り」文久3年（1863）嫌沼宿本陣桜井家文丹 
宿割帳の控えです。浪士組を率いる浪士取締役の面々の名前と浪士 

組の人数、秤位をとる旅籠の割り当てについて記載されています。 
予約なので多めにとってあるのか、13好、280人での申請です。

山岡鉄太郎（鉄舟）（1836〜1888）
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より転載）

幕臣•剣客。26歳の時に浪士組の 
取締役となり、中山道を通行した。後 
に徳j 11慶喜警備のための精鋭隊頭等を 
歴任、江戸無血開城にも貢献した。

天狗党

が藩政改革を行った際、改革反対派が身分の低い改革派を「天狗になっ 
ている」と揶揄したことから付けられた名前です。
水戸藩では、政治的な考えの違いから様々な派閥が闘争夸繰り広げて 
いました。中でも天狗党は、過激な尊王攘夷派で、武田耕雲斎を首領 
に挙兵しました。彼らは京都にいる一橋慶喜に尊王の志を訴えるため、 
1,000人余りの軍勢となって、中山道を西進しました。
鵜沼宿の人々は抜刀した騎馬隊を先頭にした天狗党の様子を見て、「天 
狗が来る」と恐れて逃げ隠れました。しかし、天狗党は厳しい軍律を定 
めており、鵜沼宿で悪行はありませんでした。
彼らは鵜沼宿本陣桜井家で会議を開き、西方の加納藩•大垣藩が街道 
を塞いでいるという情報をうけ、蘇原の坂井村•大島村を抜けて北上し、 
北陸へ逸れていく道順をとりました。

天狗党中山道通行経路

最終的に越前の敦賀近辺の村で追討の軍勢に取リ囲まれ、 
天狗党は降伏、処断されました。

|浪士たちの通行

浪士組
浪士組とは、幕末に幕府が浪人を集めて作った組織です。文久3年 

（1863）の将軍徳川家茂の上洛前に、浪士を京都に送り込み、過激な尊王 
b夷の考え方を持った人々を取り締まることf目的としていました。

浪士組には、のちに新選組の中核となる近藤勇• 土方歳三•山南敬助• 
沖田総司などがいました。また、彼らを監督する浪士取締役には、幕臣 
の鵜殿鳩翁•山岡鉄太郎（鉄舟）などがついていました。
234名で江戸を出発した浪士組は中山道を通って京に向かい、同年2 
月19日、鵜沼宿で昼食をとりました

■浪士組の未払い分？

割渡帳には、浪士組が本 
する際のお金のやりとりが記載されています。
結果的に225人分の料金が浪士組から支払われましたが、実際に 
昼食をとったのは237人なので、未払い分が発生しています。

はた;rわりわたしちょラ
k「御I:洛御供、V:御浪I.•人別旅ご別渡帳」文久3年（1863）

鵜沿估本陣桜）f家;i：］tf

武田耕雲斎（1804〜1865） 
幕末の尊王攘夷派の水戸藩 

士。藩内の政争に敗れ、天狗党 
の総大将として京へ向かうが失 
敗し、敦賀で処刑された。

り更縦 
夢 に横 
魂黄清の 
鳥し影 

明の

武田耕®斎自軍の漢詩⑽人威卩►
鵜沼‘估本陣桜沖家に宿泊した武III耕雪斎が書き残したものです。

一鵜沼宿の利用法一
中山道は日々たくさんの人々が通ります。大人数での休憩• 

宿泊には当然予約が必要です。浪士組ももちろん、鵜沼宿を予 
約して、料金を支払っています。

■宿場町の予約の仕組み

•宿割役人=旅行の幹事
•本陣=ホテルの支配人と考えてみます。

①宿割役人が行列に先行して宿場町を訪問し、予約を 
希望する。人数や名前を本陣に伝える。

宿割役人 
一

②本陣が空き状況を確認し、予約が成立する。宿割帳を 
作成し、宿割役人に手渡す。本陣は控えを保管する。

宿割役人

③行列が到着。行列の人々は宿割帳で割り振られた場所 
に休憩•宿泊する。

旅龍 旅籠 本陣

2 IT.
贏 鹹

④料金を本陣がまとめて受け取り、後U、旅籠にお金を 
分配する。証拠として「割渡帳」を記録する。

•，•仙》
■宿割役人は近藤勇
浪士組一行の宿割役人は、のちに新選組局長となる近藤勇が 

務めていました。直接記録には残っていませんが、鵜沼宿の予 
約も近藤が行ったと考えられます。
しかし、慣れない大人数での旅で、失敗も多かったようです。 

武蔵国本庄宿で近藤は、芹沢鴨の宿を取り忘れてしまいました。 
その結果、怒った芹沢が路上で大きな篝火を焚き、近藤が謝罪 
する、という事件が起こっています。鵜沼宿での昼食代も12人 
分の料金が未払いになっているのは、わざとごまかしたのでは 
なく、人数を間違えてしまったからだと思いたいところです。
浪士組の献立はわかっていませんが、近い時代の脇本陣では 

「塩鯖の切り身、筍とふきの玉子とじ、もずくの味噌汁」といつ 
た献立が記録されています。
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東山道鎮撫総督軍 旗本坪内氏•徳山氏

1月3日 鳥羽伏見の戦い。戊辰戦争始まる。 1月3日 徳山秀堅は二条城の守備を行い、その軍勢は「過半打死」。

1月9日 太政官は岩倉具視の子、具定を東山道鎮撫総督に任命。 
参謀は板垣退助。

1月10日 太政官、徳川慶喜追討の命令。

1月20日 赤報隊、岩手（垂井町）の旗本竹中重固の陣屋を襲撃。

1月25日 前渡•平島両坪内氏、尾張藩に対して嘆願書を提出。
内容は、家元坪内宗家を離れ勤王に励みたいため、尾張藩指揮下に入る旨。

2月1日 総督の一隊、大feに着陣。

2月4日 尾張藩に美濃在住の旧旗本を管理させる。 2月4日 徳山氏の家臣林栄門、「主人は行方不明だが、説得して朝廷に味方させる」

2月6日 「東山道先鋒総督府」に改称。
という誓書を東山道鎮撫総督に提出するが、却下される。

2月9日 前渡坪内氏の昌壽•平島の高国、大垣に出向いて参陣の意向を示す。

2月12日 有栖川宮燃仁親王が東征大総督となる。 2月12日 坪内昌壽の家臣山本軍八郎、大垣へ呼び出され、坪内昌壽は「御旗本備警衛」
東山道軍はその指揮下に入る。 をするようにと命ぜられる。

2月14日 坪内保之の領地は尾張藩が接収、前渡•平島の土地については安堵すること 
の決定。

2月16日 坪内宗家の家来、江戸の主君の命により勤王に励むと通達。
坪内保之は隠居し、子の定益が名古屋へ向かう。

2月18日 坪内昌壽、大垣へ向けて出発。新加納にて休息、夕方大垣着。

2月21日 大Sを出発。 （三井坪内氏当主定致は15歳であったが、東山道鎮撫総督に単独で参加）

2月23日 鵜沼を通過。

3月9日 宗家定益、江戸よリ鵜沼に来る。12日に名古厘へ出府。
3月13日 板橋宿到着。

4月7日 宗家定益、新加納陣屋に入り50日間謹慎。

5月9日 坪内昌壽、坪内高国に本領安堵が認められる。

11月 宗家、三井坪内氏とともに本領安堵。

I戊辰戦争
戊辰戦争は、慶応4年（1868）、薩摩•長州• 土佐を中心とした新 

政府軍と旧幕府軍の間で行われた戦いです。1月3日の鳥羽伏見の戦 
いに勝利した啼蹲府^:、東海道•東山道•北陸道•山陰道•九州•中 
国四国へ「鎮撫総督府」の軍勢を派遣し、全国の鎮定を始めました。
戊辰戦争の際、旗本たちの目標は、自らのもともとの領地を維持す 
ること、すなわち「本領安堵」でした。しかし、幕臣である旗本にとっ 
てそれは困難な道でした。
中山道には総督岩倉具定（具視の子）•参謀板垣退助率いる東山道 

鎮撫総督軍が進軍しており、2月1日に大垣に到着しました。旗本た 
ちのほとんどが江戸にいるか旧幕府軍として戦っている中、分家扱い 
ゆえ領地にいた前渡•平島•三井の坪内氏は、いち早く東山道鎮撫総 
督のもとに駆けつけ味方しました。逆に江戸にいた坪内宗家の保之は 
対応が遅れ、一時的に領地を召し上げられました。また徳山秀堅は、 
幕府の歩兵奉行として歩兵二大隊を率いて京都の二条城の守備を任さ 
れていましたが、「過半打死」と記録されるほどの損害をうけています。

▼出陣••付申渡膺応4年（1868）2月富樫#文薄

坪内Pi壽から家の山本'>1（八郎への手紙です。戊辰戦争に出兵が 
決まり、随行する軍八郎も1>4 •戦死も存之候」という覚悟で、残 
していく家族のことをきちんとしておくように伝えています。
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L晩年の坪内昌壽

東山道鎮撫総督軍 坪内嘉兵衛一行の中山道通行経路
'戊辰戦争軍中日記」による）

ながいひろえ
永井弘衛（1829〜1900）

永井家は前渡村北島の有力百姓で、野 
村地域全域を保有した。代々前渡坪内氏 
の家臣を務めており、弘衛は慶応2年の 
江戸出府や、慶応4年の戊辰戦争にも従 
軍した。

<戊w戦争坩中n記 
慶応4年（1868）2 h 永井家文Sf 
永井弘衛が記した、東山道鎮撫総督軍で 
の従軍日記です。2月18日に坪内昌壽が 
前渡村から大垣にむけて出発する記事か 
ら始まり、人々との交流や戦鬪の被害情 
報、陣中の合言葉などが記録されていま 

3す。

古壹
1| 
t各

■その後の坪内氏と徳山氏

東山道鎮撫総督軍に従軍して活躍した前渡坪内氏 
の坪内昌壽は、明治2年に家族とともに京都へ移住 
し、新政府の役人になりました。京都御所御玄関詰•

京都府勧業課商工係などを務めますが、薩長が要職 
を占める時代で出世には至らず、明治18年（1885）

前渡村に帰ってきて余生を送りました。

幕府の歩兵奉行として戊辰戦争を戦った徳山秀堅 
は、明治新政府によって領地を没収され、駿府に身 
を寄せました。しかし、収入もなくなリ、生活苦のため、明治2年（1869）正月、 
秀堅の家族は西市場村で帰農することになりました。明治3年（1870）、病気 
のため、35歳でその短い生涯を終えました。

%

平島坪内氏の金三郎高国が 
:与えられた知行安堵状です。 
|太政官印が押されています。
速やかに新政府に従ったこと 
Iで安堵されたもので、前渡坪 
内氏も同様のものを受け取つ 

!ています。

明治元年（1868） 9月平島坪内家文，1!

◄御進発御列,1?永井家文寓 
東山道鎮撫総督軍が2月21日に大垣を 
出発した時の隊列順です。先鋒隊は長州 
藩や土佐藩の軍勢でしたが、そのすぐ後 
ろに坪内嘉兵衛昌壽とその家臣たちが名 
を連ねます。自慢の大砲も携行しており、 
東山道鎮撫総督らの坪内氏への期待が見 
てとれる布陣といえます。

▲戊辰戦争における東山道鎮撫総督軍と旗本坪内氏•徳山氏の動き（慶応4年/1868）

赤報隊の通行

相良総三は「新政府に味方していない藩の多い中山道の方が重要」 
と判断します。そして、「東山道」鎮撫総督軍の先鋒となることを進 
言した上で、慶応4年（1868）1月23日に鵜沼に到着、宿泊しました。
しかし、新政府からの命令は、「東海道軍に参加するように」との 

ものでした。綾小路らは命令に従い、鵜沼から南の東海道方面に向 
かいましたが、相良は納得せず、本隊から離れて単独で東へ向かい 
ます。結果、下諏訪で追いついた東山道鎮撫総督軍によって捕らえ 
られ、処刑されました。年貢半減を掲げる赤報隊は、資金調達が必 
要な新政府にとって不都合な存在となったためであると言われてい 
ます。

▼赭縻藩邸焼き討ち錦絵

下®訪て処刑‘

:一行の中山道通行経路赤報隊

倒幕派の浪士たちが集まっていた_摩藩邸が襲撃される場 
面です。相良総：も潜伏して活動しており、船で脱出後、赤 
報隊を結成することになります。

赤報隊とは、相良総：らによってm織された、脱藩I:や豪農などを隊 
wとした部隊です。綾小路俊火、滋野）キ公寿らを擁ぐ/し、新政府軍の先 
終となり、民衆の支持を得るために新政府による年貢半減を宣伝しつつ 
中山道を進みましたが、偽官軍として処断されました。

印鑑とは、押印された文害が本物であるという証明のた 
め、前もって書状の送付先に届けておく印影のことです。 
「鎖」の印が押してあり、「鎮撫総督」の意味であると思わ 
れます。赤報隊の印鑑は本史料が唯一です。



第五札ki札
浪人や脱藩者を危険視し、武士、民衆が本国を離れることの禁止

■高札の裏側
高札を高札場に取り付ける際、釘で直接打ち付けるのではなく、 
金具に紐をひつかけ、取り外しできる形で掲示されました。火災が 
発生した際、幕府の命令である高札は、取り外して持って逃げるよ 
う指示されていたためです。また裏側には、掲示されていた村の名 
前が記されています。

（OiWfiJ 助心4年 U868） ilJJ

第二札徒党札
集団になつて訴えを起こす「強訴」、他の村と示し合わせ 
て村から逃走する「逃散」の禁止

ダ作ぬ:ft

tmi
第三札切支丹札

キリスト教その他政府にとって危険な宗教は、これまで通りの禁止

東山道鎮撫総督府から、東山道（中山道）沿いの村々 
に出された高札です。「最近滋野井や綾小路の家来を名 
乗って米や金を借りたり、人足に賃金を払わない者がい 
るが、それは賊徒である。捉えて差し出すか、抵抗すれ 
ば討ちとってもよい」と、赤報隊を賊徒であると認定し 
ています。

ノ:、.，

r

◄ JUW村絵N廣応4年（1868） W部家文 
蘇原の東島村を描いた地図です。高札場は、幕府の法律を多く 
の人に知らしめるため、曲がり角や村の中心地、街道沿い等、目立 
つところに設置されましたまた、権力の象徴として、屋根•石垣• 
柵を備えた立派な屋形が組まれました。

■高札の品質
各務原に残されている幕末の高札には、薄いものと分厚いものがあります。新政 
府から慶応4年（1868）1月10日から掲示された「慶喜追討札」や「農商布告」は、 
1月3日の鳥羽伏見の戦いから日が浅く、緊急で新政府から配布されたものです。そ 
のため板は7ミリと薄く、誤字脱字も多くみられます。
対して3月15日から掲示された「五榜の掲示」は、

正式な手続きを踏んで領主お抱えの 
薇人によって作成されたもの 
ですので、厚さ3センチ以上 
の上質な板に立派な屋根付き 
となっています。
高札の傷み（「慶喜追討札」）►

■田宮如雲と五榜の掲示
田宮如雲（1808〜1871）は、

幕末の尾張藩士です。藩政改革 
を行い、戊辰戦争では新政府方 
として尾張藩兵を率いて活躍し 
ました。鵜沼の大安寺池および 
用水路を整備した人物として知 
られています。
その如雲は、高札を非常に重要視していました。「高 
札は天子様（天皇）からの命令であリ、それを人々に守 
らせることが知事様（尾張徳川家）の仕事である。高札 
に書いてあることを守りなさい」と通達しています。

I幕末の局札 ■ ノ 小

高札とは、江戸時代、幕府•藩が法令を板札に墨書して町•村の高札場に掲示したものです。
内容は江戸時代を通じて、寛文元年（1661）に発せられた公儀五高札（忠孝•キリシタン禁教•毒薬禁止•公定駄賃•放火禁止）が 
基本であり、各務原の村々でもこれらのうちいくつかが掲げられていました。
戊辰戦争の最中、明治新政府は自分たちが「正義の官軍」であることを、全国•全身分の人々にアピールする必要がありました。 
その周知のため、江戸幕府の法律を知らしめるための手段であった高札が採用され、村々に配布されました。「新政府の高札が掲げら 
れている地域は、新政府に従っている」というように、混乱した幕末の情勢下で敵味方を見分けるためにも重要なものでした。

▼齡顧札（二）I:村）敝、4年（1868）

明治新政府による、徳川慶喜の追討を武士宛に訴えた 
高札です。「徳川慶喜は大政奉還を行ったにもかかわら

たいぎゃくむどう
ず、1月3日の鳥羽伏見の戦いを引き起こした『大逆無道』 
の者である、朝廷の味方になるものは歓迎するが、敵対 
するものは朝敵である」と訴えています。

五榜の掲示は、新政府が慶応4年（1868） 3月に民衆へ基本方針を示した5枚の高札です。幕府の政策を継承しており、新政府に対 
する過度な「世直し」的な期待を抑制する狙いもありました。

をt

第一札五倫札
道徳の基本である五倫（君臣の義、父子の親、夫婦の別、長 

幼の序、朋友の信）を遵守すること、殺人、放火、強盗の禁止
攘夷運動をふまえ、国際法を尊重し、外国人へ危害を加え 

ることの禁止
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幕末の坪内宗家当主、坪内保之が作らせ 1こと思われる、運寿是一作の大小摘です。 
刀は身幅広く、やや長寸で重ね厚く、丁子乱れ（小さなU字が連続して並ぶ刃文） 
の作柄です。一方脇差は互の目乱れ（半円や山形の突起が互い違いに連なる刃絞）で、 
大小の作風に変化をつけています。^ 4
是一は江戸の刀工で、相州伝と備前伝の技法の合わさった「相伝備前」を得意と 
しています。安永年間（1772〜1781）以降に作られた「新新刀」と呼ばれる刀の 
中でも卓越した刀工の一人で、数多くの作品が重要刀剣に指定されています。是一 
の大小揃は珍しく、銘に米沢藩のお抱え研師、玉木宗七郎が研いだことが記されて 
いるの_も資料的に貴重です。
_また抱（刀身を入れる鞘、柄、鐸の総称）は、米沢上杉家のお抱え金工である横谷 
宗寿の作です。登城用の正式大小と称される抱です。

〈脇差〉
銘：石堂運寿是一精錬造之 

安政二年乙卯歳二月日 
於江府米沢住玉木宗七郎研之

〈刀〉
銘：石堂運寿是一精錬造之

於江府米沢住玉木宗七郎研之 
安政二年乙卯歳二月日

駿府城代とは、駿府城内の警備や修理を執り行う役職です。駿府は、江戸と上方の中間にあるため 
非常に重要視され、与力10人、同心50人の部下を従える重役でした。

推には、どこから見てもわかるほどに坪内氏の家紋である「丸の内洲浜絞」があしらわれてい 
ます。保之は、安政4年（1857）に御側衆、元治元年（1864）には御側御用取次に出世します。 
将軍の名代として、老中たちが頭を下げるほどの役職です。権力をもった保之の腰には、この立 
派な刀が差してありました。
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坪内家
家紋「丸の内洲浜絞」
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